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雲南圏域ワーキングでの意見に対する対応について

①市民や来訪者への注意喚起、啓発、周知の実施について

注意喚起・啓発については、ホームページや音声告知放送、文字放送で行って

おり、今後も継続して行う予定。また、市外県外からの来訪者に対しては国・県

等の協力を得て注意喚起を行う。

②雲南市立西小学校の取り組みについて

コウノトリも人も住みよい地域にするための取り組みを実行中。※次頁のとおり

対応中

①コウノトリが雲南市内で営巣した場合

市内で営巣が確認された場合は、兵庫県立コウノトリの郷公園に連絡し、速やか

に対応する（立ち入り禁止区域の設置等）。

営巣時の対応

①学校との連携・支援

コウノトリを教材としたふるさと教育に対する支援を行う（コウノトリに関する教材

作成など）。

②地域への普及啓発及び協力依頼

コウノトリも人も住みやすい環境づくりのための普及啓発活動を行う。

また、年間を通じた餌場の確保（水田の水張りなど）については、地域住民に無

理のない範囲で協力を求める。

③コウノトリも人も共生できるまちづくりについて

第２次雲南市環境基本計画（平成30年度～平成39年度）において、基本目標

「自然と共に生きる」を掲げ、動植物・生態系の保全に向けた取り組みを強化す

る予定にしている。平成30年度には環境基本条例を制定する予定であり、大型

水鳥の保全についても検討を行う。

長期的に取り組むこと
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